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資 料 １



学校健康診断は学校医に依存する

学校医は、医師の地域医療活動のひとつ
従って地域の医療資源に依存する

学校医不足は起きているのか
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令和４年医師・歯科医師・薬剤師統計の概況、厚生労働省、
https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/ishi/22/dl/R04_kekka-1.pdf

令和4年の診療所の年齢
階級は「60〜69歳」が多
く、平均年齢は60.4歳

だった
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令和４年医師・歯科医師・薬剤師統計の概況、厚生労働省、
https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/ishi/22/dl/R04_kekka-1.pdf 3



医師偏在是正対策に
ついて、厚生労働省、
第7回新たな地域医療
構想等に関する検討
会資料1、令和6年8月、
https://www.mhlw.go.j
p/content/10800000/0
01294917.pdf
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医師偏在是正対策に
ついて、厚生労働省、
第12回新たな地域医
療構想等に関する検
討会資料1、令和6年
11月、
https://www.mhlw.go.j
p/content/10800000/0
01335627.pdf
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医師偏在是正対策につい
て、厚生労働省、第12回
新たな地域医療構想等に
関する検討会資料1、令和
6年11月、
https://www.mhlw.go.jp/co
ntent/10800000/00133562
7.pdf
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医師偏在是正対策に
ついて、厚生労働省、
第9回新たな地域医療
構想等に関する検討
会資料1、令和6年11
月、
https://www.mhlw.go.j
p/content/10800000/0
01309841.pdf
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学校医の推薦について

• 公立の学校医は原則として教育委員会からの

依頼を受けて医師会が推薦するところが多い

• 眼科・耳鼻咽喉科学校医は、医師会から各医

会に依頼されることも多い

• 学校医は、地域の医療資源、特に診療所の医

師に依存しており、医師の高齢化、診療所の

偏在・減少に伴い、学校医の交代時に新しい

学校医を推薦することが困難になっている

• 学校保健を巡る諸課題をテーマに行われた日
本医師会の「令和4年度第3回都道府県医師会
長会議」でも、東京都、秋田県、静岡県、沖
縄県から学校医不足の訴えがあった
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学校医の不足について

• 学校医は地域の医療機関、特に診療所に依存しており、診療所医師の高齢化、医療機

関の偏在・診療科の偏在、人口減少が大きな要因と考えられており、日本医師会レベ

ルで議論される程の問題となっている

• 厚労省の試算では関東地域ですら、特定の条件下では2040年に診療所の医師は41.5％

減少すると見込まれている

• 国は医師偏在対策として地域枠の増加やその他の対策を行っているが、医師の養成に

は時間がかかるため、その効果が表れるまでにかなりかかることが予想される

• 人口減少地域では、医療機関の減少は続くと考えられている

• ６年10月放映のNHKクローズアップ現代でも「深刻化する医師の偏在」が取り上げら

れ、社会問題化している
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学校医の現状はどうなのか？
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学校医の実情に関する全国調査はほとんどない。
日本医師会の学校保健委員会が行った平成28年度学校医の現状に
関するアンケート調査報告から当時の状況、満足度などを示す

• 平成28年4月施行の新しい健康診断、学校医の置かれた環境変化に伴い実施
された現状調査

• 調査対象

• 都道府県各郡市区医師会（814箇所）の内科・眼科・耳鼻咽喉科学校医

• 調査期間

• 平成28年11月28日〜平成29年1月31日

• 方式

• Webアンケート回答方式

• 総回答件数

• 内科・小児科 1991、眼科 707、耳鼻咽喉科 689、合計 3387件
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30代

0.6%

40代

12.9%

50代

44.0%

60代

38.0%

70代

4.3%

80代

0.3%
年齢

平成28年度学校医の現状に関するアンケート調査報告から

n=1991

内科学校医の年齢

12



平成28年度学校医の現状に関するアンケート調査報告から

眼科及び耳鼻咽喉科学校医の地域的不足について、これらの科が不在の
場合は内科学校医が代替しているのは約15.1％に過ぎなかった
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平成28年度学校医の現状に関するアンケート調査報告から

学校医の職務参画状況についてのアンケートでは、62.1％が健診以外の
職務に参画していた
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平成28年度学校医の現状に関するアンケート調査報告から

選択肢 回答 ％ 性別 回答 ％

ある 1287 64.6％
男性 1155 89.7％

女性 132 10.3％

ない 703 35.3％
男性 647 92.0％

女性 56 8.0％

未回答 1 0.1％

合計 1991 100.0％

問：学校や地域において、学校医の業務で感謝されたこと、やりがいを感じたことはありますか？
（内科・小児科編）から改変

約35％の学校医が、感謝されたこと、やりがいを感じた事がないと回答

Q25 やりがいを感じたという回答の自由筆記によるキーワードでは「健康」「地域」「相談」
の割合が多かった。
一方、やりがいがないと回答では、「義務」「業務」「医師」の割合が多く、業務の一環や義務
で行っており充実感がない、通常業務が多忙、地域医師の義務と思っているのではないかとの分
析がある
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平成28年度学校医の現状に関するアンケート調査報告から

内科・小児科編
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平成28年度学校医の現状に関するアンケート調査報告から まとめ

• 本アンケートは全国の地区医師会の学校医に対してWebアンケートされたものであり、医師会から依頼

された学校医が回答していることによるバイアスが加わっている可能性がある

• 平成28年度の内科校医で多かったのが50代、60代で、彼らが学校医を継続しているとすれば、いまは60

代〜70代が主な年齢層の可能性が高い（学校医の高齢化）

• 学校医としてやりがいがある者は64.6％で、やりがいがない者は35.3％だった。全数回答ではないが、

本アンケートに回答したのが医師会から選ばれた比較的意識が高い学校医と考えると、日本医師会の学

校保健委員会でも満足度を改善させることが大切と捉えられた

• 学校医の活動環境の改善として、適切な学校医数、学校医報酬、学校とのコミュニケーション改善、適

切なマニュアル、新たな健康課題に対して整形外科医や産婦人科医、精神科医、皮膚科医にも協力医と

して加わって貰えること等が多かった

• 日本医師会は、このアンケート結果や会長協議会の議論を経て、令和6年に日本医師会版学校医マニュア

ルである「学校医のすすめ」を作成発刊した

17



学校健康診断について
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学校健康診断の法的位置づけ

「学校医のすすめ そうだったのか学校医」、学校健康診断 目的と種類、p39、日本医師会、2024より
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学校健康診断について

• 健康診断の目的と役割の明確化

• 学校生活を送るにあたり、支障となる障害や感染症がないかをスクリーニング
する場であること

• 健康教育に役立てること

• 実施体制

• 限られた時間の中で行うため、事前準備として保健調査の重要性、家庭と学校
における普段からの健康観察の重要性を求めた

• プライバシー保護が改めて求められた

• 座高・寄生虫卵検査を必須項目から削除（成長曲線の有効活用）

• 四肢の状態及び運動器の機能が必須項目となる

• 色覚検査に対する注意喚起

• 現在、PHRとして学校健康診断結果の電子化が進行中

児童生徒等の健康診断マニュアル、日本学校保健会、平成27年度改訂より
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学校健康診断の歴史（１）
• 明治４年文部省設置

• 明治5年学制交付

• 明治11年西洋体操の導入と「活力検査」の開始

• 明治21年「学生生徒の活力検査に関する訓令」公布

• 明治30年「学生生徒身体検査規定」公布

• 身長・体重・胸囲・肺活量・脊柱・体格・視力・眼疾・聴力・耳疾・歯牙・そ
の他

• 明治31年「公立学校に学校医を置く」が公布され、「学校医制度」が創設

• 昭和4年、私立学校にも法令適応となる

児童生徒等の健康診断マニュアル、日本学校保健会、平成27年度改訂より
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学校健康診断の歴史（２）

• 昭和12年(1937年）、学校身体検査規定制定公布、「身体の養護鍛錬を適切にし、体位の

向上と健康の増進」を目的とし、身体検査は６月末まで年１回と改訂

（ https://dl.ndl.go.jp/pid/2959500/1/1 ）

• 昭和33年、学校保健法が制定、「身体検査」が「健康診断」と改められた

• 昭和48年、学校健康診断項目の改正

• 「心臓の疾病及び異常の有無」項目の追加により、小学１年でエックス線検査撮影お

よび必要な場合は心電図をあわせ行うことが望ましいとされた。

• 尿検査が必須項目となった。

• 平成28年、胸郭・脊柱に加えて四肢の異常が追加された

児童生徒等の健康診断マニュアル、日本学校保健会、平成27年度改訂より

プール授業が始まったのは1955年5月の紫雲丸沈没事
故がきっかけで、1968年に学習指導要領に「水泳」が
盛り込まれたと言われる
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（参考）学校身体検査規程
（文部省令第2号（昭和12年1月27日）
(出典：国会図書館デジタルコレクション、 https://dl.ndl.go.jp/pid/2959500/1/1）

• 第1条 学校に於いては学生生徒児童の身体の養護鍛錬
を適切にし体位の向上と健康の増進とを図る為本例によ
り身体検査を施行すべし

• 第2条 身体検査は学校医をして行わしむべし（以下
略）

• 第３条 身体検査は毎年四月に之を行うべし 但しやむ
を得ざる場合に於いては身長、体重、胸囲、座高の測定
を除き六月末迄に之を施行することを得

• 第4条 学徒身体検査は左の項目に就き之を施行すべし
身長、体重、胸囲、座高、栄養、脊柱、眼、耳、鼻及咽
頭、皮膚、歯牙、その他の疾病及異常（以下略）

• 第5条 7 脊柱は形態及疾病に就き検査すべし（以下略）
疾病は特に「カリエス」に注意すべし
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(参考）学校身体検査規程
（文部省令第33号（昭和19年5月17日）
(出典：国会図書館デジタルコレクション、 https://dl.ndl.go.jp/pid/2961701/1/1 ）

• 第2条 学徒身体検査は学徒の鍛錬養護を適切にし体位の向上に
資するを目的とし職員身体検査は学校職員の健康の増進に資する
を目的とする

• 第3条 身体検査は学校長に於て学校医及び学校歯科医をして行
わしむべし（以下略）

• 第4条 学徒身体検査は、身長、胸囲、体重、脊柱、栄養状態、
視力、聴力及疾病異常に付之を行うべし（以下略）

• 第5条 身体検査は毎年四月に之を行うべし 但しやむを得ざる
場合は脊柱、栄養状態、視力、聴力及病疾異常の検査に限りその
実施を延期することを得 前項但書の場合においては、六月末日
迄に之を行うべし

• 第6条 9 疾病異常は結核性疾患、眼疾（特にトラホーム）、色神
異常、耳疾（特に中耳炎）、歯疾（特に未処置の齲歯）、寄生虫
病、身体虚弱、精神薄弱及運動機能障害等（以下略）
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学校健康診断の歴史を振り返る

• 明治11年に虚弱児童生徒の体力改善のために導入した「西洋体操」
の評価のために始まった「活力検査」が始まりである

• 明治30年に「学生生徒身体検査規程」が定まり、昭和12年の「学校
身体検査規程」で、六月末までと規定されたが、当時の項目は結核
の有無や栄養状態、脊柱胸郭、視力聴力、身長体重などだった

• 昭和33年の学校保健法で「健康診断」と変わり、内容も大幅に増え、
その後学校心臓検診、尿検診などが追加されたが、6月末という期限
は変更されなかった

• 検診項目は時代と共に変更され追加されており、内容も複雑化多様
化しており、現在の健康診断になってから10年が経過する現在、項
目の必要性や検診期限などについて議論することは妥当と考える
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